
教授会議事要旨 

 

日 時：令和３年１月１２日（火）１５時００分～１５時２５分 

場 所：本館２階会議室 

出席者：中野センター長、青井、野海、福田 各教授・味村、井手口、梅原 各准教授・ 

外川助教 

ｵﾝﾗｲﾝ出席者：保坂、與曽井 各教授・緒方、郡、住濱 各准教授・田村講師・小林、白鳥、 

土居、友野、堀田、南、ＲＹＵ   各助教 

陪席者：鈴木助教、森事務長、松下庶務係長、坂手研究協力係長、蔭山会計係長 

ｵﾝﾗｲﾝ陪席者：能町教授、川畑教授、佐藤助教、吉田技術専門職員 

欠席者：佐藤教授・石井、岩崎、嶋、民井、永廣 各准教授・神田、依田 各講師・菅谷、 
樋口 各助教 

 

Ⅰ．前回教授会議事録（案）について 

事前に送付していた令和２年１２月１日開催の教授会議事録(案)について、意見等があれ

ば本日までに連絡願うこととした。（同日までに連絡はなく原案のとおり確定した。） 

 

議 題： 

Ⅱ．報告事項   

１．各種委員会等について 

１．各種委員会等について 

（１）吹田地区事業場安全衛生委員会（１２月４日）＜井手口准教授＞ 

（２）核物理研究センター安全衛生委員会（１２月１６日）＜井手口准教授＞ 

（３）教育研究評議会（１２月１６日）＜中野センター長＞  

（４）部局長会議（１２月１６日）＜中野センター長＞ 

（５）低温センター運営委員会（１２月２２日）＜與曽井教授＞ 

以上、メールにて事前報告済 

 

２．施設見学の実施について 
（１）茨木工科高等学校（１２月１５日）＜緒方准教授・神田講師＞ 

（２）SEEDS 2020 プログラム「身の回りの放射線を測定しよう！」（１２月２０日） 

＜小林助教・吉田裕介助教・青井教授＞ 

 

３．核物理研究センター長の選考について 

昨年末に実施された部局長候補者と総長との面談等の結果、中野センター長が部局長とし

て再任が決定した旨（任期は、令和３年４月１日～令和５年３月３１日）の報告があった。 

 

４．国際共同利用・共同研究拠点の第３期中期目標期間における期末評価用調書の作成について 
文科省から本部経由で国際共同利用・共同研究拠点の期末評価調書作成について依頼があ

った旨の報告があり、この作成につき研究企画室（森本技術職員）から調査依頼があるので

ご協力いただくようお願いがあった。 

 

５．その他 

 （１）大阪府に緊急事態が宣言された場合における大阪大学の活動基準の見直し等について

は、明日、発出される予定との報告があった。 

（２）オンラインでの施設見学等、これまでと違うネットワークの使い方をする場合は相談

して欲しいとの依頼があった。また、SEEDSの授業において360度動画を使用したこ

と、入試課からの依頼で入試広報素材として見学ルートのAR付きキャンパスマップ掲

載用の360度動画を撮影し、今月中に納品予定である旨の報告があった。 



 

Ⅲ．協議事項  

１．副センター長の指名について 

資料１に基づき、引き続き副センター長を置くこととし、青井教授としたい旨説明があ

り、審議の結果、承認された。 

 

２．令和３年度招へい教員の受入れ及び称号付与について 

資料２に基づき、招へい教員１４名の受入れ（新規１名・継続１３名）について説明があ

り、審議の結果、承認された。 

また、１１名に招へい教授、３名に招へい准教授の称号を付与することについても、併せ

て承認された。 

 

３．大阪大学核物理研究センターと理化学研究所仁科加速器科学研究センターとの「中高エネ

ルギー物理」に関する研究協力協定について 

資料３に基づき、大阪大学核物理研究センターと理化学研究所仁科加速器科学研究センタ

ーとの「中高エネルギー物理」に関する研究協力協定について説明があり、審議の結果、承

認された。 

 

４．日本語プログラムの実施および実施に伴う非常勤講師の受入れについて 

日本語プログラム（通算５回目）を以下のとおり実施すること及びこの日本語クラスにつ

いては、引き続き岡崎洋三氏を非常勤講師として受入れる旨説明があり、審議の結果、承認

された。 

  ・実施期間：令和３年２月１８日（木）～３月２９日（月） 

  ・実施回数：原則週２回（月・木）で全１２回、１回９０分、２クラス 

  ・対象者：外国人研究員・学生及びその家族等で２０～３０名（余裕があれば学術研究機

構会議構成部局等からも参加可能） 

    ・経費：RCNPから負担 

  ・担当教員：梅原准教授 

 

５．国際交流委員会の機能強化を通じた全学的な連携体制の構築について 

資料４に基づき、河原理事から来年度の国際交流委員会委員について選出依頼があった旨

の説明があり、続いて、能町教授（現在の国際交流委員会委員）から補足説明があり、審議

の結果、井手口准教授が選出された。 

 

６．令和３年度いちょう祭における施設公開の実施について 

現在、本部では開催形態（対面開催、オンライン開催、対面・オンライン開催両方とも）

を検討中であるが、令和３年度いちょう祭は４月３０日（金）、５月１日（土）の２日間実施

予定で、本センターの施設開放は５月１日（土）に実施することおよび、資料５に基づき担

当教員の選出について説明があり、審議の結果、施設開放について承認され、また、担当教

員については、主担当を南助教、副担当を梅原准教授とすることとなった。 

 

 

次回教授会 令和３年２月２日（火）１５時００分～ 


